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三八地方を平和行進し岩手県へバトン

署名への賛同大きく広がる
三

八

教

育

会

館

か
ら

引

き

継

ぎ

集

会

に
向
か
う
行
進
団
（
長
根
公
園
脇
）

三八の 2011 年平和行進は 9 日から 11 日まで行われた。

9 日は三八教育会館から、上十三地区と合同行進し、市

民広場の引継集会に 132 人が参加した。

上十三行進団の舛甚英文さんは、「福島原発事故後の今年

は自治体の対応が違う。横浜町と六ヶ所村から、文書で依

頼した核兵器全面禁止のアピール署名への賛同が寄せられ

た」と報告した。

全国通し行進者の竹田昭彦さんは、戦争で父親をなくし

たことを語りつつ、「日本海コースの予定を変更し、被災地

となった太平洋コースを行進することにした。最初の仕事

が八戸港での埋め立てだったこともあり、感慨深い」と挨

拶した。

小林市長からは、「当市は、昨年 11 月に平和市長会議の

加盟都市として認定を受け…核兵器廃絶に向けて取り組ん

でおります｣との言葉が寄せられた。秋山議長からは、｢平

和行進への敬意と平和都市宣言自治体として、市民が安心

して暮らせる社会と世界恒久平和の実現に向けて鋭意努力

していく｣旨の言葉が寄せられた。最後にうみねこ合唱団の

リードで「原爆を許すまじ」を歌った。。

２日目は市民広場から司法センターまで行進した。

南部町は議会開会中のようで懇談できなかったが賛助と

ペナントの協力があった。

三戸町は黄金橋から行進。三戸町で副町長と懇談。和や

かに、平和行進のこと、町のことを話し合った。議会事務

局で、町議 15 人中 12 人、八割の議員の署名の賛同が得ら

れた。やはり、地域レベルの変化が生じているのだと思う。

田子町では懇談はできず、賛助とペナント。行進団解散

後、宣伝カーは階上町へと走った。役場で賛助とペナント

協力、町長、議長の署名をいただいた。

3 日目、6 月 11 日、三八教育会館を 17 人で出発。五戸町

行進では手を振る人もあった。新郷では役場まで歩いた。

金田一温泉駅前では、青森県の行進団であることを強調

したかったので、テープはやめてマイクを握った。駅前に

は予想より多い出迎えの人たちが並び、感激で声が震えた。

引継集会では、日本原水協から 8 人、横須賀からの参加

者もあり、びっくりした。盛り上がった集会となり、通し

行進者の竹田さんとはお別れのあいさつを交わせなかった

が、12 日にメールをいただき、お礼と励ましの返信をした。

（記：新岡）

ご冥福をお祈りします

葛西 秀昭さん
５月１５日逝去（６６歳）

息子 主婦の年金って難しそうだね。第 3 号って何？

父 旦那さんが厚生年金に加入している場合、その

奥さんを第３号被保険者というんだよ。旦那さんが

会社を辞めたときに第 1 号に切り替える届けを出さ

なければ、国民年金の保険料が未納という処理をさ

れてしまうんだよ。

（＊男女が逆の立場の時は夫が第3号被保険者）

息子 年金を受け取れなくなるの？

父 国民年金は最低 25 年掛けなければ給付を受けら

れないんだよ。でも、カラ期間制度の枠の中に入っ

ていれば、この主婦は旦那さんが会社勤めをした年

数だけ国民年金を受け取ることができるんだよ。

今の法律では、届け出の前々月から 2 年間分しか

納入できない時効制度があり、この主婦の国民年金

は旦那さんの勤めた期間＋ 2 年分（保険料納入条件）

の金額が従来の法律で受け取る年金だったんだよ。

息子 そうだと、わずかしか年金を貰えなくなるね。

父 そうだね。政府は昨年の 12 月に、保険料を 2 年

分払えば前の未払い分の期間を保険料納付済みとし

て国民年金にプラスするとの回答を出したんだよ。

息子 それは良かったね。

父 でも、問題があるんだよ。それは次回取り上げ

ることにしよう。

阿部耕一さんと年金の基礎を学びましょう

《息子と父の問答編》 第８回

国民年金第3号って何のこと

活 動 予 定

６月25日（土） 八戸医療生協総代会

26日 （日） カラオケを楽しむ会（多喜） 2時～、500円

28日（火） うみねこ班会

７月 ３日（日） 県母親大会（江陽中）

６日 （水 ） 第 1回三役会議（組合事務所）

７日（木） 第 1回執行委員会（組合事務所）

９日 （土 ） 地労連大会 6・ ９行動

13日 （水 ） 世界大会学習会

22日（金） 県本部定期大会

活 動 日 誌

５月22日(日) 母親大会実行委員会

23日(月) 会計監査・第12回三役会議(組合事務所)

24日(火) 第12回執行委員会(組合事務所) うみねこ班会

６月 ３日(金) 大会議案印刷・製本・発送

５日(日) 知事選挙投票日

６日(月) 6・９行動(三春屋前) 第13回三役会議

９日(木) 第13回執行委員会(組合事務所)

９日(木） ～11日(土) 平和行進

１２日(日) 母親大会実行委員会

13日(月) バースデーカード作成

１4日(火) 第23回定期大会

１６日（木）～17日（金）全国年金者組合大会（熱海市）

１８日(土) 生健会総会

20日(月) 高齢者大会八戸実行委員会

2１日(火) 県本部執行委員会

２２日(水) ニュース238号発行
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被
災
組
合
員
に
県
本
部
千
代
谷
委
員
長
か
ら
お
見
舞
い
金
が
渡
さ
れ
る

満
場
一
致
！

楽
し
み
七
分
、
２
２
〇
名
の
仲
間
、
千
筆
の
署
名

討論から話題2つ

＊ 公民科館使用が無料に
長年の要求であった公民館等の使用

割引が今回実現しました。地労連の自

治体要求に取り上げてもらったり、会員

の努力の成果です。日ごろの活動や掲

げている目的が市民に理解されてきて

いる証明といえます。自信を持って前

に進みたいものです。

＊ たくさんの参加で

高齢者大会の成功を
9 月 12，13 日開催される日本高齢

者大会は被災地支援と復興の意味を

込めて開催することになりました。

実行委員会は、個人負担を最低限に

抑えて多くの参加者を組織します。

あなたも是非予定に入れてください。

宿泊費、バス代、参加費に補助が出

ます。3,000 円と三回の食事代ぐらい

の負担になります。参加申込み受付中

大
会
は
６
月

日
（
火
）
長
者
公
民

14

館
三
階
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
63

名
の
組
合
員
と

人
分
の
委
任
状
で
大

69

会
は
成
立
し
ま
し
た
。
一
年
間
の
活
動

を
振
り
返
り
、
向
こ
う
一
年
間
の
方
針

を
確
認
し
ま
し
た
。
高
橋
委
員
長
と
兼

田
書
記
長
を
含
む

名
の
支
部
役
員
が

17

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
議
長
に
菊
池
高
晴
さ
ん
が
選
出

さ
れ
進
行
し
、
高
橋
執
行
委
員
長
は
あ

い
さ
つ
の
冒
頭
、
こ
の
一
年
間
に
亡
く

な
ら
れ
た
６
人
の
組
合
員
を
偲
ん
で
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
委
員
長
は
あ
い
さ

つ
の
中
で
、
全
国
で
十
万
人
の
仲
間
が

実
現
し
た
こ
と
、
仲
間
を
増
や
し
三
八

支
部
が
２
百
名
を
突
破
し
た
こ
と
、
公

民
館
の
使
用
料
が
無
料
に
な
っ
た
こ
と

を
話
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
県
本
部
千
代
谷
委
員
長
、

地
労
連
新
岡
事
務
局
長
、
共
産
党
畑
中

副
委
員
長
が
連
帯
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。

締めは全員が八幡馬を踊ったじっくりと鑑賞出来た作品展

千
代
谷
委
員
長
か
ら
震
災
の
被
災
者
に

見
舞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

活
動
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、

活
動
方
針
、
予
算
が
一
括
提
案
さ
れ
討
論

に
移
り
ま
し
た
。

討
論
に
は
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
・

班
活
動
に
つ
い
て
（
佐
藤
さ
ん
）
・
カ
ラ

オ
ケ
に
つ
い
て
（
向
谷
地
さ
ん
）
・
九
条

の
会
に
つ
い
て
（
西
野
さ
ん
）
・
日
本
高

齢
者
大
会
に
つ
い
て
（
内
田
さ
ん
）
・
独

居
高
齢
者
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て(

小
倉
さ
ん)

・
公
民
館
利
用
と
班
活
動

に
つ
い
て(

笹
垣
さ
ん)

・
脱
原
発
に
つ
い

て(

新
岡
さ
ん)

・
原
発
に
つ
い
て(

松
山

さ
ん)討

論
の
後
で
、
議
事
は
全
員
の
拍
手
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
選
挙
も
定
数
内

立
候
補
と
い
う
こ
と
で
、
拍
手
で
選
出
し

ま
し
た
。

大
会
後
は
、
恒
例
の
交
流
会
に
移
り
、

和
や
か
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

木
下

健
次

｢

存
在
認
知｣

と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
自
他
の
存
在
を
認
め
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
日

常
の
挨
拶
、
人
々
と
の
触
れ
合

い
や
交
流
等
の
中
で
自
他
を
認

め
る
こ
と
で
す
。
年
金
者
組
合

で
最
近
始
め
た
バ
ー
ス
デ
ー
カ

ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
そ
れ
に

当
た
り
ま
す
。

人
間
に
と
っ
て
、
存
在
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
、
衣
食
住
と

同
じ
く
ら
い
重
要
な
こ
と
で
す
。

（
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
）

無
視
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
つ
ら

い
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。
良
い

点
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
は
と

て
も
意
味
が
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
積
み
重
ね
が
重
要
で
す
。

逆
に
、
無
視
が
積
み
重
な
る
と
、

無
視
さ
れ
る
よ
り
マ
イ
ナ
ス
の

点
で
も
良
い
か
ら
認
め
ら
れ
よ

う
と
し
ま
す
。（
無
意
識
的
に
）

問
題
行
動
に
走
る
、
犯
罪
、
自

傷
、
最
悪
は
自
殺
（
自
己
否
定
）

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
を
自
分
で
認
め

た
り
、
褒
め
た
り
、
褒
美
を
与

え
た
り
す
る
こ
と
（
自
己
肯
定
）

も
大
切
で
、
生
き
る
力
・
自
信

に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
己
疎
外
・
分
断
化
・
孤
立

化
が
進
み
、
自
殺
や
孤
独
死
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
と
人
の
健
康
的
な
つ
な
が
り

・
連
帯
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状

況
の
中
で
、
お
互
い
が
認
め
合

い
支
え
合
う
年
金
者
組
合
な
ど

の
存
在
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。

存
在
認
知
と
組
合

聞いてよ

盛り上がりすぎたカラオケ編バースデーカードも登場


